
の
あ
る
利
用
者
の
自
己
負
担

を
2
割
に
引
き
上
げ
る
と
か
、

補
足
給
付
の
要
件
に
資
産
も

考
慮
に
入
れ
る
と
か
、
地
域

に
と
っ
て
も
か
な
り
難
し
い

問
題
を
含
ん
で
い
る
と
思
い

ま
す
。

Q　
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ

ー
建
て
替
え
事
業
の
検

討
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

さ
ん

む
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

医
療
機
能
の
現
状
と
今
後
の

方
向
性
を
県
に
報
告
し
、
県

は
、
地
域
医
療
構
想
の
目
標

値
を
示
し
、
さ
ん
む
医
療
セ

ン
タ
ー
は
そ
の
達
成
に
向
け

て
取
り
組
む
な
か
で
、
地
域

に
お
け
る
中
核
病
院
と
し
て

の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
十
分

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Q　
さ
ん
む
医
療
セ
ン

タ
ー
建
て
替
え
等
に

つ
い
て
の
検
討
委
員
会
は

設
置
さ
れ
た
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

11
月

5
日
に
検
討
委
員
会
の

設
置
要
綱
を
制
定
し
、
11
月

14
日
に
、
市
職
員
12
名
、
医

療
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
7
名
が

参
加
し
、
第
1
回
検
討
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議

の
内
容
は
、
経
過
説
明
、
検

討
工
程
の
確
認
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
で
す
。

効
率
よ
く
作
業
を
進
め
て
い

く
た
め
に
検
討
部
会
を
置
き
、

調
査
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。Q　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
伴
う
財

政
運
営
へ
の
影
響
と
対
策
は

ど
う
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

介
護

給
付
費
等
の
社
会
保

障
費
に
つ
い
て
は
、
介
護

認
定
者
や
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
増
加
に
よ
り
、
年
々

増
え
続
け
て
い
る
こ
と
が

現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
う
財
源
は
、
負

担
割
合
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
国
、
県
、
市
で
50
％
、

保
険
料
で
50
％
で
す
。
介

護
給
付
費
等
の
社
会
保
障

費
が
増
加
す
れ
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
の
負
担
額
も
増
加
し

て
い
き
ま
す
。
社
会
保
障

費
の
増
加
は
、
全
国
的
な

問
題
で
あ
り
、
国
レ
ベ
ル

で
の
対
策
が
望
ま
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

Q　
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ

ー
と
医
師
会
と
の
協
議

会
は
あ
る
か
。

A
市
長　

医
師
会
と
は
連

携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
病
院
に

何
回
も
進
言
し
て
き
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
難
し
い
と
い

う
こ
と
で
実
現
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
医
療
・

介
護
の
連
携
は
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら

必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
の
で
、
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　
少
子
化
が
進
む
中
、

施
設
の
統
廃
合
を
含
む
、

こ
ど
も
園
の
整
備
計
画
は
ど

う
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

市
の

方
針
と
し
ま
し
て
、
市

内
全
域
で
平
等
な
教
育
、
保

育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

幼
保
一
元
化
・
こ
ど
も
園
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
ど

も
園
化
だ
け
で
な
く
、
小
学

校
の
規
模
適
正
化
・
適
正
配

置
と
並
行
し
て
、
総
合
的
に

検
討
、
調
整
を
し
て
、
現
在

方
向
性
を
整
理
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

 ◆

商
工
業
施
策
に
つ
い
て

Q　
市
独
自
の
商
工
業
の

振
興
施
策
は
あ
る
の
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

市
内

に
住
所
を
有
す
る
中

小
企
業
者
を
対
象
に
、
中

小
企
業
運
営
資
金
利
子
補

給
事
業
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
起
業
・

創
業
の
支
援
策
と
し
て
、

今
年
度
新
た
に
「
さ
ん
む

ド
リ
ー
ム
創
業
塾
」
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

Q　
近
年
の
市
内
の
店
舗

数
、
事
業
所
数
の
推
移

と
商
工
会
へ
の
加
入
率
の
推

移
は
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

市
内

の
商
工
業
事
業
所
数

は
平
成
19
年
3
月
現
在
の

１
千
７
４
２
社
か
ら
年
々
減

少
し
て
、
平
成
25
年
3
月
現

在
で
は
１
千
５
６
４
社
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
商
工
会

の
会
員
数
は
平
成
18
年
3
月

現
在
で
は
９
６
９
名
で
し
た

が
、
本
年
、
平
成
26
年
3
月

現
在
で
は
８
０
０
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

商
工
業
に
お
け
る
商
工
会

の
加
入
率
は
平
成
18
年
3
月

現
在
の
55
・
6
％
か
ら
、年
々

減
少
し
、
平
成
26
年
3
月
現

在
で
は
51
・
1
％
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

Q　
近
年
の
市
内
へ
の
進

出
企
業
数
、
撤
退
企
業

数
、
進
出
・
撤
退
に
よ
る
雇

用
の
推
移
は
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

経
済

セ
ン
サ
ス
に
よ
り
ま
す

と
、
市
の
事
業
所
数
は
、
平

成
21
年
度
で
１
千
９
７
８
件
、

平
成
24
年
度
で
１
千
８
２
０

件
と
な
り
、
１
５
８
件
、

8
・
0
％
の
減
少
で
す
。
従

業
員
数
は
、
平
成
21
年
度
で

１
万
６
千
３
８
６
人
、
平
成

24
年
度
は
１
万
５
千
５
１
１

人
と
な
り
、
８
７
５
人
、

5
・
3
％
の
減
少
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q　
昨
年
よ
り
副
市
長
が

先
頭
に
立
ち
、
市
内
の

事
業
所
を
訪
問
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
目
的
と
事
業
所
訪

問
の
経
過
、
結
果
は
ど
う
か
。

A
副
市
長　

71
社
の
市
内

の
企
業
を
、
市
長
と
手

分
け
を
し
な
が
ら
訪
問
を
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
目
的

は
、
企
業
の
経
営
者
か
ら
経

営
の
現
状
や
課
題
、
あ
る
い

は
市
へ
の
意
見
・
要
望
を
伺

い
、
今
後
の
市
政
に
生
か
そ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
現
在

は
、
こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う

に
反
映
し
て
い
こ
う
か
検
討

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

も
経
済
環
境
部
を
中
心
に
、

継
続
的
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

 ◆

農
業
施
策
に
つ
い
て

Q　
近
年
の
農
業
従
事
者

数
の
推
移
と
、
う
ち
、

稲
作
農
業
従
事
者
数
の
推
移

は
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

平
成

17
年
の
農
林
業
セ
ン
サ

ス
に
よ
り
ま
す
と
、
農
家
戸

数
２
千
９
９
１
戸
、
う
ち
専

業
農
家
戸
数
は
６
５
５
戸
、

農
業
従
事
者
は
６
千
８
０
３

人
で
す
。
平
成
22
年
の
農
家

戸
数
は
２
千
７
５
０
戸
、
う

ち
専
業
農
家
戸
数
は
７
８
６

戸
、
農
業
従
事
者
数
は

　

個
人
質
問
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